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今年度の一般会計総額は22億8，300万円で、前年度当初予算に比
べて1億9，800万円（△8％）の減額になっています。

歳入予算の大部分を占める地方交付税のうち、普通交付税は前年

度実績から特定要因を調整し試算した額11億700万円、特別交付税
は2，450万円減（約12．3％減）の1億7，550万円で計上しています。

村税については、基幹産業の不振や景気の低迷などにより厳しい

状況のため、昨年とほぼ同額の1億1，163万6千円で計上しました。

歳出予算については、人件費、公債費や扶助費などの義務的経費
を除き前年度当初予算以下を原則として編成しました。臨時的経費

は継続事業を優先し、新規事業は小型動力ホンプ付水槽車購入程度

に抑えました。主な事業として、バス交通確保対策事業、種苗生産

施設管理事業、第二栄浜漁港北防波堤嵩上げ地元負担、ふるさと林

道千走線緊急整備事業地元負担、生きがい活動支援適所事業などを

実施いたします。

国民健康保険事業は、過去数年における医療費の状況を考慮し、
11．4％増の3億2，300万円で計上しました。

老人保健事業も過去数年の医療費の状況を勘案し、100万円増の3

億7，200万円。簡易水道事業は、年次計画の各種事業を実施し、

18．9％増の1億2，510万円で計上し、介護保険事業については、今後

の介護サービスの利用に伴う支出見込みを勘案し2．1％増の2億2，

670万円で計上しています。

各会計別予算
会　　計　　名 ��予　算　額 �増　減　客頁 �伸幸（％） 

一　般　会　計 ��22億8，300万円 �△1億9，800万円 �△8．0 

特 別 会 計 �国民健康保険 �3億2，300万円 �3，300万円 �11．4 
老人保健 �3億7，200万円 �100万円 �0．3 

介護保険事業 �2億2，670万円 �460万円 �2．1 

簡易水道事業 �1億2，510万円 �1，990万円 �18．9 

計 ��33億2，980万円 �△1億3，950万円 �△4．0 

村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
、
平
成
1
6
年
度
当
初
予
算
が
3
月
1
0
日
か
ら
ほ
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
第
1
回
村
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
地
方
自
治
は
地
方
分
権
の
推
進
、
三
位
一
体
の
改
正
、
さ
ら
に
市
町
村
合
併
議

論
な
ど
の
構
造
改
革
が
進
む
中
で
財
政
状
況
は
、
国
の
財
政
構
造
改
革
、
地
方
交
付
税
制

度
の
改
革
な
ど
過
去
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
大
変
厳
し
い
状
況
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

平
成
1
6
年
度
の
予
算
編
成
は
、
行
政
改
革
に
伴
う
経
常
経
費
の
節
減
、
一
部
受
益
者
負

担
の
見
直
し
な
ど
極
力
経
費
の
削
減
に
努
め
て
お
り
、
投
資
的
経
費
は
継
続
事
業
を
主
体

に
、
新
規
事
業
に
つ
い
て
も
投
資
効
果
と
緊
急
度
を
見
極
め
必
要
最
小
限
に
抑
え
た
結
果
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
併
せ
た
予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
4
％
減
の
3
3

億
2
，
9
8
0
万
円
に
な
り
ま
し
た
。



計
歳　入

歳　入　科　目 ��予　算　額 �構成比（％〉 �増　減　額 �伸幸（％） 

自 �村　　　　　　　税 �1億1，163万6千円 �4．9 �5万7千円 �0．1 

分担金及び負担金 �654万9千円 �0．3 �△170万8千円 �△20．7 

使用料及び手数料 �1，628万2千円 �0．7 �11万6千円 �0．7 

主 財 源 �財　産　収　入 �1，035万7千円 �0．5 �△86万円 �△7．7 

寄　　　附　　　全 �2千円 �0 �0円 �0 

繰　　　入　　　金 �2億1，850万円 �9．6 �△8，970万円 �△29．1 

繰　　　越　　　金 �90万円 �0 �△344万8千円 �△79．3 

諸　　　収　　　入 �2億2，158万4千円 �9．7 �△2．898万4千円 �△11．6 

依 存 財 源 �地　方　譲　与　税 �2．620万円 �1．1 �160万円 �6．5 

利　子　割　交　付　金 �100万円 �0 �△20万円 �△16．7 

配当　割交付金 �10万円 �0 �10万円 �皆　増 

株式等譲渡所得割交付金 �6万円 �0 �6万円 �皆　増 

地方消費税交付金 �1．800万円 �0．8 �300万円 �20．0 

自動車取得税交付金 �800万円 �0．3 �0円 �0 

地方特例交付金 �350万円 �0．2 �50万円 �16．7 

地　方　交　付　税 �12億8，250万円 �56．2 �8．250万円 �6．9 

交通安全対策特別交付金 �1千円 �0 �0円 �0 

国　庫　支　出　金 �7，160万1千円 �3．1 �△242万1千円 �△3．3 

道　支　　出　　金 �5，652万8千円 �2．5 �△381万2千円 �△6．3 

村　　　　　　　債 �2億2，970万円 �10．1 �△1億5，480万円 �△40．3 

合　　　　計 ��22億8，300万円 �100．0 �△1億9，800万円 �△8．0 

用

語

説

明

自主財源

16億9，719万円

村　税………………　村が条例に基づき徴収することのできる税金

分担金・負担金……　特定事業に対する経費を受益者から徴収するお金

使用料・手数料……　施設を利用した場合や証明書などの交付を受けた場合に利用者が負担するお金

財産収入……………　財産の貸付け、交換、売払いによる収入

繰入金………………　歳入不足の時などに基金を取り崩し使用するお金

諸収入………………　貸付金の元利収入、診療所収入などほかの収入科目に含まれない収入をまとめた科目の名称

地方譲与税‥…‥…‥

利子割交付金………

地方消費税交付金…

自動車取得税交付全

地方特例交付金……

地方交付税‥…‥…‥

国庫支出金…‥…・…

道支出金…・…・・……

村　債………‥…‥‥

国が国税として徴収した税金のうち村に配分されるお金

預貯金などの利子に課税された税金を一定割合で配分されたお金
地方消費税収入額を一定割合で配分されたお金

自動車の取得に対する税金を道路の延長及び面積に応じて道から交付されるお金

恒久的減税実施による減収分を補てんするため国から交付されるお金
標準的な行政サービスが受けられるよう国から交付されるお金
村が行なう事業に対し国から交付されるお全
村が行なう事業に対し道から交付されるお全

事業を実施するときの借入金

自主財源…・‥＝……・地方公共団体が自主的に収入する財源　　　　　　5億8，581万円　25．7％

依存財源……‥・……　国や道から交付されたり、割当てされたりする収入16億9，719万円　74．3％

歳　出

表出科目 �予　　算　　額 �構成比（％） �増　＿濾＿＿＿寧 �伸率（％） 

議　会　費 �3，708万2千円 �1．6 �△　1．644万3千円 �△　30．7 

総　務　費 �7億679万5千円 �31．0 �3億328万9千円 �75．2 

民　生　費 �3億2，824万7千円 �14．4 �△　6，140万4千円 �△15．8 

衛　生　費 �2億406万2千円 �8．9 �△1億2，557万5千円 �△　38．1 

農林水産業費 �1億4，167万5千円 �6．2 �△1億2，604万8千円 �△　47．1 

商　工　費 �8，306万3千円 �3．7 �△　1，967万9千円 �△19．2 

土　木　費 �4，599万1千円 �2．0 �△　3．651万4千円 �△　44．3 

消　防　費 �1億5，361万1千円 �6．7 �2．812万1千円 �22．4 

教　育　費 �8，401万4千円 �3．7 �△1億2，596万2千円 �△　60．0 

災害復旧費 �1千円 �0 �0円 �0 

公　債　費 �4億9，745万9千円 �21．8 �△　1，678万5千円 �△　3．3 

予　備　費 �100万円　1　　0 ��△　　　　100万円 �△　50．0 

合　　　　　計 �22億8．300万円　1100．0 ��△　1億9．800万円 �△　8．0 



●　農林業経営再建整備貸付金
（畜産農家負債対策）

●　農協運転資金貸付金
（肥料・農薬等購入資金）

●　ふるさと林道千走線緊急整備事業負担金
（改良舗装1300m　村負担30％〉

●　漁協災害関連資金貸付金
（島牧漁協経営安定資金）

●　種苗生産施設管理事業
（施設管理経費助成）

●　漁港事業負担金
（第二栄浜漁港北防波堤嵩上げ）

●　ウニ天然種苗深浅移殖事業
（キタムラサキウニ　42万粒）

●　小型動力ポンプ付水槽車購入　　　3，478万8千円

●完盈盃聖　濫語助全）　1，920万円

●　サーバーシステム等更新事業　　　　403万8千円
（ソフトウエア購入）

●　農作の川整備工事　　　　　　　　296万1千円

（護岸整備56m）

●　尾形の川整備工事　　　　　　　　　　200万円
（護岸整備工30m）

●　社会福祉協議会運営費助成
（運営費の助成）

●　生きがい活動支援適所事業
（生きがい創造センターを利用し、

1，076万4千円

652万2千円

日常生活訓練や趣味活動を通じての介護予防）

●　生活管理指導員派遣事業
（介護保険給付対象外の要援護高齢者宅への
ホームヘルパー派遣）

●　配食サービス事業
（調理が困難な老人宅への配食）

●　高齢者除雪サービス事業
（独居老人・老人夫婦世帯への除雪）

470万2千円

163万2千円

150万円

●　ソーイング島牧運転資金貸付金　　　4，400万円
（運転資金）

●　商工会運営助成　　　　　　　　　　943万4千円

（経営改善普及・観光振興、商業振興、地域振興対策）

●　中小企業融資預託　　　　　　　　　　500万円

（中小企業への貸付）

●　道の駅屋上改修工事　　　　　　　　325万7千円

（軟質FRP防水）

●　人材育成事業　　　　　　　　　　　　400万円

（小学生国内視察研修事業ほか）

●　給食センター油分離装置改修工事　172万9千円

●l山毎味覚まつりイベント助成
（イベント運営助成）

●　島牧村観光協会助成
（運営助成）

マ
ゾ
イ
の
放
流

毎
年
行
わ
れ
る
敬
老
会

放
水
訓
練

村
道
の
除
雪



死者　月越5人　賀老1人

●●●●●●

Jr・ 油
断
大
敵
・
山
菜
探
り
に

今
年
の
積
雪
量
は
例
年
と
比
べ
て
少
な
く
、
暖
か
い
日
が
続

き
春
の
訪
れ
が
早
ま
り
そ
う
で
す
。
革
木
の
芽
が
ふ
く
ら
み
始

め
る
と
、
す
ぐ
に
山
菜
探
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
タ
ラ
ノ
メ
な
ど
、
新
鮮
な
山
菜
を

探
し
求
め
る
こ
と
は
楽
し
み
な
こ
と
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
緩
み
が
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
事
件
に
発
展
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

山
菜
探
り
を
す
る
人
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

迷
っ
た
ら
・
∵

迷
っ
た
ら
、
む
や
み
に
歩
き

回
ら
ず
に
体
力
を
温
存
し
、
空

か
ら
発
見
さ
れ
や
す
い
場
所
で

救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

行
動
を
家
族
に
伝
え
て
お
く

天
候
を
考
え
て
大
林
す
る

携
帯
電
話
・
笛
二
フ
ジ
オ
を
持
つ

山
で
は
複
数
で
行
動
す
る

赤
や
黄
色
の
目
立
つ
服
装
を
す
る

水
や
食
料
を
持
っ
て
い
く

月
越
地
区
で
は
毎
年
、
竹
の

子
探
り
に
大
勢
の
人
が
入
り
込

み
、
毎
年
遭
難
事
故
が
絶
え
ま

せん。現
地
は
天
候
が
急
変
し
や
す

く
、
霧
が
発
生
す
る
と
非
常
に

寒
く
、
高
い
山
が
な
い
た
め
方

角
が
分
か
ら
な
く
な
る
地
域
で

す。
森
林
管
理
署
で
は
〓
妃
の
場

所
を
竹
の
子
探
り
に
有
料
で
解

放
し
、
管
理
人
を
配
置
し
て
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
で
竹
の
子

探
り
に
は
、
こ
の
場
所
が
お
勧

め
で
す
。

カ
ラ
ス
、
ド
バ
ト
捕
獲
検
査

国
が
都
道
府
県
へ
要
請

7
9
年
ぶ
り
と
な
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
1
月
1
2
日
、
山
口
県

の
大
型
養
鶏
場
で
発
生
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
瞬
に
し
て
関
西

地
方
に
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
2
月
1
7
日
に
は
大
分
県
で
愛
玩

用
に
飼
わ
れ
て
い
た
チ
ャ
ボ
に
発
生
し
、
再
度
、
関
西
地
方
で
は

野
生
の
カ
ラ
ス
に
ま
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
と
な
る
ウ
ィ
ル
ス
は
、
野
鳥
や
水

が
運
び
こ
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
室
内
で
飼
育
さ
れ
て
い

る
ペ
ッ
ト
の
鳥
類
が
直
ぐ
に
危
険
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
屋
外
で
鳥
類
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

無
事
ヘ
リ
に
発
見
さ
れ
、
退
避
場
へ
向
か
う
（
昨
年
の
月
越
峠
）

賀
老
地
区
は
熊
笹
が
高
く
周

囲
を
見
渡
せ
ま
せ
ん
が
、
木
に

登
る
と
山
の
形
で
方
角
が
大
体

判
断
で
き
る
地
域
で
す
。

道
に
迷
っ
た
ら
、
沢
を
降
り

川
伝
い
で
下
山
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
ク
マ
に
注
意
が
必

要
で
す
。

○
　
養
鶏
場
へ
の
立
入
は
自
粛
し
て
く
だ

さい。

○
　
鳥
小
屋
の
中
に
野
鳥
が
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
鳥
の
餌
入
れ
な
ど
を
野
外
に
放
置
す

る
と
、
野
鳥
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
の
で

放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
　
野
鳥
や
水
鳥
が
集
ま
っ
て
生
息
し
て

い
る
場
所
に
は
、
出
来
る
だ
け
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
　
鳥
類
の
健
康
観
察
を
十
分
行
い
、
死

亡
が
増
加
す
る
な
ど
の
異
常
が
あ
る
時

は
、
直
ち
に
家
畜
保
健
衛
生
所
や
獣
医

師
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。



画廟画

「有島農場」跡（ニセコ町）

ニセコ町の有島地区は、明治末期から大正にかけて文豪

有島武郎の農場だった地域です。有島農場は大正11年、武

郎が「相互扶助」の名のもとに小作人の共同所有という形
で、約440ヘクタール全てを無償解放したことで有名です。

武郎の作品でもよく取り上げられたこの地域は、羊蹄山や
ニセコアンヌプリが眼前に迫る絶好の眺望に加え、農場当

時の施設の多くと美しい里山風景が今も残されています。
ぜひ、みなさんも有島地域を訪れ、里山に残る名作の舞台

と、今も息づく彼の思想に直に触れてみてください。

▲有島地区には有島記念館をはじ

め、近年整備された施設もあり
ます（写真は有島記念公園内の
有島武郎像）。

▲北海道の稲作の歴

史資料としても責
重な有島潅漑溝。
現在も機能するこ
の水路脇では、春
になるとカタクリ
などの花が咲き乱
れます。

ダ箋

祝
88

歳

西佐
出藤

西出さん

佐藤さん

歌
島
地
区
会
長

三
春
　
剛
司
㌧

チ
ヨ
さ
ん

忠
雄
さ
ん

歌
島
地
区
も
外
の
地
区
同
様
に
高
齢
化
が
進
む
中
、
皆
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
春
の
美
化
運
動
、
お
祭
り
な
ど
の
行
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
中
で
も
、
祭
り
と
葬
儀
は
若
者
の
「
ふ
れ
あ
い
の
会
」
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
く
れ
る
の
で
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

行
政
が
厳
し
い
時
期
を
迎
え
、
町
村
合
併
、
水
面
下
で
は
漁
協
合
併

問
題
も
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
過
疎
化
が
進
む
の
で
な
い
か

と
心
配
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
潮
対
策
事
業
は
整
備
さ
れ
、
工
事
が

順
調
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
区
の
要
望
事
項
な
ど
も
行
政
的
に
厳
し
い
の
で
、
地
区
会
と
共
通

の
問
題
と
し
て
、
ひ
と
つ
ず
つ
解
決
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
協
力
と
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

）

3
月
3
0
日
に
佐
藤
チ
ヨ
さ
ん
が
、
4

月
1
4
日
に
西
出
忠
雄
さ
ん
が
満
壁
成
を

迎
え
ら
れ
、
村
か
ら
長
寿
者
慶
祝
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
お

元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。



保育所（園児たちから花のプレゼント）

小学校
（卒業生全員で記念写真）

8立ち
3月旅立ちの季節　保育所13日（19人）、中

学校15日（22人）、小学校19日（21人）で、卒

園・卒業式が行なわれました。
子供たちは、それぞれの思いを胸に巣立っ
て行きました。

中学校（卒業証書授与）

帰院膠　あぜ昼爵督＼／

保育所　みんなと仲良く、楽しく元気で
遊ぼうね。

小学校（卒業証書授与）

4
月
出
発
の
季
節
　
保
育

所
2
日
　
（
1
0
人
）
、
小
学
校

6
日
　
（
1
9
人
）
、
中
学
校
7

日
（
2
1
人
）
　
で
、
入
所
・
入

学
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
期
待
に
胸
ふ
く

ら
ま
せ
、
こ
の
日
を
迎
え
ま

した。

小
学
校
　
　
校
長
先
生
の
お
話
を

聞
く
新
1
年
生
。

ち
ょ
っ
と
緊
張
気
味

中
学
校
　
　
充
実
し
た
3
年
間
を
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。



◇スポーツ賞（全道で優秀な成績を収めた者）

西澤　美冴（小4）

スポーツ奨励賞（個人の部）スポーツ奨励賞（団体の部）

よ
く
頑
張
っ
た
ね

お
め
で
と
う

ス
ポ
ー
ツ
賞
に
西
澤
さ
ん

平
成
1
5
年
度
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式
が
3
月
9
日
、
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
2
8
人
と
6
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
学
年
は
旧
年
）

◇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
管
内
な
ど
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
）

（
個
人
の
部
）

【陸上】山
下
　
将
史
（
小
4
）

藤
田
　
聖
也
（
小
6
）

桃
井
沙
友
里
（
小
6
）

【卓球】田
中
　
雪
枝
市
1
）

田
中
　
夕
子
（
中
3
）

【相撲】佐
藤
　
貴
洋
（
小
5
）

斉
藤
　
陽
介
（
小
5
）

【
柔
道
・
相
撲
】

田
中
　
誠
也
（
小
2
）

【柔道】木
村
雪
花
子
（
小
5
）
・
田
中

田
宮
　
　
桜
（
中
1
）
・
哲
藤

大
森
　
大
介
市
2
）
　
二
尚
島

【
陸
上
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

目
時
　
真
夢
市
2
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

石
川
　
登
哉
（
小
2
）
・
糸
矢

小
山
　
和
也
（
小
3
）
・
渡
辺

石
川
　
瑞
希
（
小
4
）
・
中
尾

桃
井
　
　
平
市
2
）
・
小
山

後
藤
　
旭
彦
市
2
）
・
後
藤

渋
谷
　
安
子
（
中
2
）
・
目
時

瑞
己
（
中
1
）

達
仁
（
中
2
）

勲
（
一
般
）

和
書
（
小
2
）

涼
（
小
4
）

卓
（
小
6
）

諒
太
（
中
2
）

彩
佳
（
中
2
）

樹
里
（
中
2
）

（
拭
体
の
部
）

島
牧
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（男子）
（
後
藤
桃
井
佐
藤

旭
彦
・
小
山
　
諒
太

平
・
下
山
　
欣
孝

雄輝）

島
牧
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

（女子）
（
渡
辺
　
亜
美
・
渋
谷
　
宏
子

目
時
　
樹
里
二
日
時
　
真
夢

後
藤
　
彩
佳
・
川
岸
　
由
姫
）

島
牧
中
学
校
卓
球
部
（
女
子
）

（
田
中
　
夕
子
・
川
岸
　
　
舞

神
原
　
円
香
二
口
岡
谷
　
新
菜

石
塚
志
乃
芙
・
小
川
　
文
央

田
中
　
雪
枝
・
竹
田
　
　
梓

川
岸
　
彩
）

島
牧
中
学
校
柔
道
部
（
女
子
）

（
田
中
　
瑞
己
・
田
宮
　
桜
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
夏
季
大
会

卓
球
壮
年
混
成
チ
ー
ム

（
北
島
　
一
・
伊
藤
　
慎
一

野
崎
美
智
子
・
蟻
波
ヒ
ロ
エ

成
田
　
信
子
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
冬
季
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
般
男
子
チ
ー
ム

（
中
田
　
仁
史
・
芳
村
　
晋
吾

人
柳
　
圭
介
・
松
浦
　
広
幸

中
田
　
緑
朗
）



48年余　地域の安全に貢献

川岸一次さんに消防庁長官表彰

○　転入者
【島牧小学校】
校長・徳光　　茂（倶知安町北陽小学校）
教諭・大嶋　隆治（門別町門別小学校）
教諭・上野　志信（寿都町寿都小学校）
【島牧中学校】
教諭・小島　陽子（鶴居村幌呂中学校）
教諭・西村　優香（新採用）
教諭・設楽千佳子（臨時採用）
教諭・小山　正博（臨時採用）

長谷J川憤吉さんに

優良農用馬生産者表彰

○　転出者
【島牧小学校】
校　長・木村　捷利　く岩内町岩内第二中学校）
教　諭・遺下　　戴　くニセコ町ニセコ小学校）

教　諭・吉田枝巨子　（京極町京極小学校）
退職者・代永其希子
【島牧中学校】
教　諭・柚木　直柔　（小樽市桜町中学校）
教　諭・石村　豊子　（稚内市宗谷中学校）
教　諭・奈良　大輔　（仁木町銀山中学校）
退職者・渡蓮　佳苗

ト住民課長

卜建設水道課長

卜出納課長

卜議会事務局長

卜情報管理係長を解く

ト住民課主幹

卜水産農林課主幹

卜出納課主幹

卜保育所長

卜総務課総務係長

卜総務課財政係長

卜企画観光課企画振興係長

卜住民課住民係長

卜住民課税務係長

卜健康福祉課介護保険係長

卜水産農林課農林係長

卜建設水道誅土木係長

卜建設水道課施設係長

卜教育委員会学校給食係長

卜総務課総務係専門員

卜教育委員会学務管理係専門員

卜企画観光課企画振興係兼商工観光係

卜水産農林課水産係

卜建設水道課水道係主任

卜教育委員会生涯学習係

卜議会事務局書記

卜退職者

藤川　茂

池田純二

笹谷勝博

政　修司

木村博文

天滴春彦

八戸幸雄

蟻波ヒロ

（建設水道課長）

（建設水道課主幹兼土木係長）

（議会事務局長）

（住民課長）

（企画観光課主幹兼情報管理係長）

（住民課衛生保険係長）

（住民課主幹兼徴収係長）
エ（出納係長）

中田眞津子（住民課主幹兼住民係長）

津島　透

藤田和廉

池田敏彦

花田　明

成田一久

伊藤慎一

川岸節男

円山　等

小川英俊

橋野　孝

吉野武美

松野秀雄

谷澤洋行

大森　隆

高島秀樹

及川光輝

大森　賢

加藤哲夫

（財政係長）

（企画観光課企画振興係長）

（健康福祉課介護保険係長）

（総務課総務係長）

（建設水道課建築係長兼道路維持係長）

（水産農林課農政係長）

（教育委員会生涯スポーツ係長）

（住民課課税係長）

（総務課管財係長）

（企画観光課広報統計係長）

（出納課長）

（保育所長）

（総務課総務係）

（議会事務局書紀）

（教育委員会総務係兼学校教育係）

（水産農林課水産係）

（建設水道課水道係）

（長い間お世話になりました）

さ
る
3
月
4
日
、
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組

合
島
牧
消
防
団
副
団
長
の
川
岸
一
次
さ
ん
へ
永

年
勤
続
功
労
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

川
岸
さ
ん
は
、
昭
和
3
0
年
西
島
牧
村
消
防
団

に
入
団
以
来
、
4
8
年
有
余
の
長
き
に
わ
た
り
火

災
を
予
防
警
戒
し
、
災
害
発
生
時
に
は
率
先
し

て
出
動
し
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
な
ど
、

地
域
の
安
全
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ぽ
ん
馬
な
ど
農
用
馬
の
生
産
者
と
し
て
、

長
谷
川
順
吉
さ
ん
　
（
本
日
）
が
㈱
日
本
馬

事
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

長
谷
川
さ
ん
は
9
年
前
か
ら
農
用
馬
の

生
産
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
優

秀
な
農
用
馬
を
生
産
し
て
き
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

各
課
の
係
に
つ
い
て
整
理
統
合
、
新
設
し
ま
し
た
。
変
更
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
　
総
務
課
管
財
係
は
建
設
水
道
課
新
設
の
施
設
係
へ
移
行
。

○
　
企
画
観
光
課
情
報
管
理
係
、
広
報
統
計
係
は
企
画
振
興
係
へ
統
合
。

住
民
課
課
税
係
、
徴
収
係
は
税
務
係
と
し
て
新
設
統
合
、
衛
生
保
険
係

は
住
民
係
へ
統
合
。

水
産
農
林
課
農
政
係
、
林
務
係
は
農
林
係
へ
新
設
統
合
。

建
設
水
道
課
道
路
維
持
係
は
土
木
係
へ
統
合
。

教
育
委
員
会
総
務
係
、
学
校
教
育
係
は
学
務
管
理
係
と
し
て
新
設
統

合
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
は
生
涯
学
習
係
へ
統
合
。



保健指導係
℡（75）6001．．．．健康通信

舌の手入れ方法
①歯ブラシや舌ブラシはぬらして

から使いましょう。

②鏡を見ながら、舌の奥の方から

手前にゆっくりとかきだします。

③使い終わったブラシは、水でき

れいに洗いましょう。

次のことに気をつけましょう
①舌が荒れている時は、無理に手入れす

るのほ止めましょう。

②舌を手入れする時は、力を入れすぎな
いようにしましょうも

③一度に白い汚れをすべてとろうとする

と、舌に傷がついてしまう場合があり

ます。無理せず少しずつとりましょう。

第33回1　胃食道逆流症とは 

胃の逆流防止のしくみが弱まったり、胃酸？分泌が 

強すぎたり、食道や胃の動きが悪かったり、壷綾（つ 

ば）の分泌が悪かったりした時、胸やけ、げっぷ、場 

合によっては胸痛など不快な症状が出てきます。 

2　軽症の治療 

ときどき胸やけが起きるだけの人は普段から食べ過 

ぎないように注意し、症状を引き起こす食べ物を避け、 

食後30分は横にならないようにしましょう。肥満の人 

は減量すると良いでしょう。 

3　気をつけること 

消化の良いものや胃内容の酸度を抑える乱撃品を食 
し．つしんりょう ベるようにしましょう。甘い物、脂晩香辛料、酸味 

の強い果物、アルコール、コーヒー、さ≡‾緑茶、チョコレ 
ートは避けた方がよいでしょう。タノ・きコは止めましょ 

う。 

4　薬物療法 

軽症なら、症状が出たときだけ制酸剤を飲めば良い 
でしょう。ほとんど毎日症状のある人や症状の強い人 

はH2ブロッカーやPPI（プロトンポンプ阻害剤）など 

の強力に胃酸を抑える薬を医師に処方してもらいまし 

よう。 

）

舌
の
手
入
れ
も忘
れ
ず
に

鏡
で
自
分
の
舌
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

舌
の
真
ん
中
が
白
く
な
っ
て
い
た
ら
‥
・
そ
れ
は
舌
の
汚

れ
で
す
。
舌
の
汚
れ
が
厚
く
つ
い
て
い
る
と
、
口
臭
の
原
因
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
物
の
味
も
お
い
し
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

舌
が
白
く
な
っ
て
い
た
ら
、
歯
み
が
き
の
時
に
舌
の
手
入
れ

も
し
ま
し
ょ
う
。

舌
の
汚
れ
を
と
る
道
具

○
　
舌
ブ
ラ
シ
（
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
確
認
で
き
ま
す
）

○
　
歯
ブ
ラ
シ

島
牧
診
療
所

糸
矢
　
宏
志

「
胃
食
道
逆
流
症
」

少
し
で
も
胸
や
け
を
経

験
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
4
～
5
人
に
1
人
位

い
る
そ
う
で
す
。
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5月10日摘ト11闘邦

5月26排水・27日（束

初回の相談は無料

事前予約制

予約受付時間10時～16時

電話／0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3

（佐藤精肉店となり）

くらLqbガオド
役　　　場　　　　　　75－6211

総合福祉医療センダ＝　75－6001

（健康福祉諌）

0　500，000円

（地域振興基金として）

寿都生コン株式会社

代表取締役　和田　鉄也　様

代表取締役　佐々木　駿　様

○　犯000円

（学校用図書購入として）
札幌市手稲区前田9－10－16

金野　敏信　雄

お得な前納制度を利用しましょう

前納する場合の納付書は、4月に送付される納付

案内書につづられているのでご利用ください。

なお、前納する場合の納付期限は、1年分と半年

分の上期分が4月末日、半年分の下期分は10月末日

が納付期限となっています。

1年分、半年分以外の期間でも、前納できますの

で、社会保険事務所までお問合せください。

社会保険事務所（℡0134－23⊥4231〉

忠志ロ
前納とは、1年分（4月～3月）又は半年分（4

月～9月、10月～3月）の保険料を前もってまとめ

て納めることで保険料の割引が受けられる制度で

す。

平成15年度の例では、1年分の保険料159，600円を

前納すると156，770円で、月々約めるよりも2，830円割

引されます。
また、半年分では79，150円となり、同じく650円割

引きになります。

臥ワ

土
地
1
家
屋
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

自
分
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

な
ど
が
税
務
係
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
方
は
、
島
牧
村
に

所
在
す
る
土
地
、
家
屋
の
固
定
資

産
税
納
税
者
と
家
族
な
ど
の
代
理

権
を
有
す
る
方
で
す
。

1
年
に
1
度
は
所
有
物
の
確
認

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
期
間

は
5
月
1
日
ま
で
で
す
。

○
　
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
　
本
人
所
有
以
外
の
評
価
内
容

な
ど
は
、
説
明
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さい。

○
　
記
載
事
項
の
コ
ピ
ー
は
で
き

ま
せ
ん
が
メ
モ
す
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る
電
波

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

電
波
の
利
用
は
、
携
帯
電
話
や
人
命
・
財
産
の

保
護
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
で
は
6
月
1
日
～
1
0
日
ま
で
を
「
電
波

利
用
保
護
旬
間
」
と
定
め
、
電
波
利
用
環
境
保
護

の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

1
電
波
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
は
－

テ
レ
ビ
二
フ
ジ
オ
の
受
信
障
害

℡

0

1

1

・

7

3

7

・

0

0

3

3

不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害

℡

0

1

1

・

7

3

7

・

0

0

9

9

そ
の
他
行
政
相
談

℡

0

1

1

・

7

0

9

・

3

5

5

0

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

募
集
人
員
　
約
2
9
0
人

受
け
付
け
　
5
月
1
1
日
ま
で

応
募
資
格
　
2
0
歳
～
2
6
歳

大
学
卒
業
者

試

　

　

　

験

　

5

月

2

2

日

間
合
せ
先

自
衛
隊
倶
知
安
事
務
所

℡
0
1
3
6
・
2
3
－
3
5
4
0

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で

は
、
次
の
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
な
ど

を
進
呈
し
て
い
ま
す
。

下
記
に
該
当
す
る
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

さい。
○
　
旧
軍
人
軍
属
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て
い
な

い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格
者
の
方

（
請
求
を
し
な
い
ま
ま
亡
く
な
ら
れ
た
遺
族

の方）

○
　
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引

揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

℡

0

1

2

0

・

2

3

4

・

9

3

3



昌呈喜

3月1日～4月15日

スポーツ表彰審議会

百人一首カルタ大会

4日　第1回村議会定例会

（10日再開～12日まで）

〝　　合併に関する調査特別委員会

9日　スポーツ表彰式

13日　島牧保育所卒園式

14日　休日診療

15日　島牧中学校卒業式

16日　例月出納検査

19日　烏牧小学校卒業式

21日　あめますダービーin島牧交流会

4　2日　島牧保育所入所式
日　3日　議員協議会

5日　教職員辞令交付式

6日　島牧小学校入学式

〝　　交通安全パレード・街頭啓発

7日　島牧中学校入学式

10日　昌牧村農業協同組合総会

12日　林野火災予消防会議

14日　例月出納検査

′′　　農業委員会総会

＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿　＿＿　＿　＿＿　＿　＿　－　＿　＿＿　－＿l

■結　婚

（3月1日～4月15日住民係受付分・敬称略）

16．3．18　境　　正徳（歌島）

今　はるみ（寿都町）

■おくやみ

16．3．10　石谷　　勇（72歳）

16．3．11　臼杵　　求（80歳）

16．4．14　小西美智恵（80歳）

｛人　口

2，144人（前月比△13人）

男：1，039人（前月比△6人）

女：1，105人（前月比△7人）

』世帯数

962戸（前月比△3戸）

（3月31日現在）

わが家の

お姫様

道下　南奈ちゃん
元町／道下　誠・由紀子さんの

お子さん

（平成13年3月1日生）

赤ちゃんのこ
ろから慎重派の
おっとりさん。
外では　はずかし
がUやですが、家
の中ではおもしろい
事大好き、サービス精
神旺盛なひょうきんもの

の一面も。

いつも2歳上のおねえちゃんといっしょに歌ったり踊
ったりしています。南奈らしさを大切にしながら、明る
く元気にのびのびと育ってほしいと思います。

（由紀子さん）
こ二二　二二二コ

死亡交通事故

0の日
平成16年

3月31日現在

組立 �ま �さ平慧三三三5月号警霊芝£宏警喜忘道諾謡認諾讐完，j莞㌶完㌍讐ヒ 
自然環境へのやさしさを考え、

．大豆インキを使用しています。
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鴫
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化
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パ
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日

通

う

あ

か

ね

中
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ま

　

　

　

　

　

け

る

ビ
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う

タ
島
輝
き
増
し
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線

抜
ク
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草
逓

関
本
　
鼻
男

凍
谷
巧
み
つ
え

古
河
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一
ム
ノ
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由
る
　
鼻
手

渡
温
　
チ
エ

由

〓
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一

男
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